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A（よくできた）　　B（だいたいできた）　　Ｃ（やや不十分）　　Ｄ（不十分）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１学年
・生徒ひとり一人が、高校生活に適応し、新たに出会った仲間と絆を深め、
そのうえで学習や生徒会活動、部活動にのびのびと取り組んでいけるよ
う支援することができたか。

２学年

・学校生活の諸場面において、他者を理解し、尊重する態度を育むことが
できたか。特に文化祭や研修旅行などの行事を通しては、周囲と折り合い
をつけながら一つのものを創り上げる達成感を味わうように支援するこ
とができたか。

３学年

・最上級生としての自覚を持ち、生徒会活動やクラブ活動等に主体的に取
り組む中で人権尊重の意識の高まりを促すことができたか。また、進路指
導を通して、生徒一人一人が自分の生き方を決定し、将来をデザインでき
るように支援することができたか。

生徒会係
・生徒会活動・クラブ活動等の自主活動を充実させ、生徒一人ひとりが自
己肯定感を持ち主体的に活躍できるよう支援することができたか。

生活指導係
・人権尊重と、いじめ・暴力のない安心安全な学校づくりができたか。
・多様な生徒に対し、生徒相談の体制を充実させる事ができたか。

学校教育目標 中･長期的目標 総合評価

成果と
課題

改善策

１　高い知性と豊かな
　心、健やかな体を育
　み、自ら考え探究す
　る力を養う。
２　個性や能力を伸
ば
　し、自主・自立の精
　神と敬愛・協同の精
　神を培う。
３　社会の一員として
　の自覚を高め、進ん
　で社会に貢献する
人
　物を育てる。
４　国際社会を深く理
　解し、平和を希求す
　る人物を育てる。

(1)　生命・人権尊重の精神と敬愛・協同の精神を養い、安心・安全な学校づくりを行う。

(2)　生徒の主体性を育み、個性の伸長と智・徳・体の育成を図り、探究的な学びを通し
て学力の向上を図る。

(3)　開かれた学校づくりと地域や外部機関との連携を推進し、生徒の社会参画の力と
未来を創造する力を育てる。

今年度の重点目標（評価項目）

②　学校全体で「探究的な学び」に取り組むとともに、将来展望をふまえた多様な学びや
学校のあり方を検討する。

③　「主体的・対話的で深い学び」の推進と進路実現に向け、授業改善と生徒自らが考え
る力の育成を図る。

④　学校と家庭、地域との連携及び協力のもとに教育活動を進めるとともに、情報発信
の充実を図る。

成果と課題

①　互いの存在を認め合う人間関係を構築するため、様々な場を通じて人権意識の啓
発と尊重に取り組む。

①

互いの存在を
認め合う人間
関係を構築す
るため、様々な
場を通じて人
権意識の啓発
と尊重に取り
組む。

重点
目標

評価項目
主となる分

掌
評価の観点

評価％



保健環境係 ・生徒の心身の健康を支援する活動や全体での取組みができたか。

環境整備係
・校舎を長く気持ちよく使えるように美化に努め、望ましい教育環境の整
備ができたか。

各教科
・各教科の特性を踏まえ、ICTの有効的な活用を含めた生徒の能力や個
性および各学科の実態に即した指導を研究することができたか。

普通科
・多様な生徒の能力、個性、進路希望に応じた学習環境を整備し、進路指
導することができたか。

探究科

・探究活動や課題研究の中で、各教科で学んだ知識・技能を応用すること
で学習の深化・高度化を図れたか。
・国際的・地球規模の視野を持ち、課題発見力、解決力及び情報発信力を
育成できたか。
・高い目的意識と主体性をもち、進路実現に向かう姿勢をつくることがで
きたか。

スポーツ科
学科

・学科の特徴を踏まえ、生徒の能力・個性に応じた指導で学力及び社会性
や主体的な学習姿勢を伸ばすことができたか。
・専攻種目の指導を通して、競技力の向上を図ることができたか。
・課題研究に積極的に取り組むことで、課題発見能力、課題解決力とプレ
ゼン能力を伸ばすことができたか。

学校運営会
議

・SSH事業や新学習指導要領をふまえて、「３つの方針」「グランドデザイ
ン」のブラッシュアップを含めた将来展望について議論を深めることがで
きたか。

カリキュラム
マネジメント

委員会

・教育課程について、各部署から意見を集約し、よりよいあり方を検討で
きたか。
・次年度３学年の選択科目について、各学科の生徒にとって多様な進路選
択が可能な科目選択がきるように選択科目の講座群を設定できたか。

各教科
・授業内容、授業方法について各教科で研究し、課題を発見する力など、
社会が求める「新しい学力」の向上を目指すことができたか。

進路指導係

・「主体的・対話的で深い学び」の取り組みを通し、進路意識の向上と生徒
一人ひとりの進路実現を図ることができたか。
・模擬試験の分析結果等を学年・教科・生徒と共有し、生徒自身の主体的
で深い学びへとつなげることができたか。
・学びの基礎診断等の結果を分析し、授業に取り組む姿勢や家庭学習の問
題点を明らかにし改善することができたか。

飯山カリ
キュラム委

員会

・地元の中学校と連携をとり、数学・英語を中心に各教科の学力向上のた
めの取り組みができたか。
・高校生チューターにおいて、生徒が主体的に中学生へ対話することを通
して、進路実現の見通しにつなげることができたか。

SSH委員会

・各教科の「主体的・対話的で深い学びができる授業」を開発実施すること
で生徒の興味と疑問を喚起し課題研究に繋げることができたか。
・「課題研究」を中心に据えた教育プログラムにより課題発見力・設定力・
解決力及び情報発信力を育成することができたか。
・ルーブリックやポートフォリオを活用することで、生徒の成長や教員の授
業改善に繋げることができたか。
・科学系コンテストや対外的な活動に参加するなど、積極的に情報発信で
きる生徒が増加したか。

ＩＣＴ情報処
理係

・1人1台端末が整備され、それを生徒が授業等で十分に活用できるよう
なICT機器の整備をすることができたか。
・クラウド型授業導入アプリを導入し、教員が授業で活用できるように研
修会を計画することができたか。

教務係

・学校HPや飯高ジャーナル等を通して情報を速やかに発信することがで
きたか。
・公開授業や体験入学に多くの参加者を得ることができたか。
・ICTを活用し、生徒・保護者との連携を図ることができたか。

PTA厚生係

・ＰＴＡ総会への参加率向上が図れたか。
・ＰＴＡ行事の企画運営を保護者とともに行っていけたか。
・ＰＴＡ会報の発行等をとおして情報発信が図れたか。
・活動内容・時期の見直し・精選後継続できたか。

生徒会係
･生徒が積極的に社会の動きに目を開き、地域の行事や社会活動などに
参加、協力できるよう、生徒会活動・クラブ活動等を支援することができ
たか。

同窓会係

・桂雪会WEBサイトの更新や桂雪会報によって多くの情報を発信ができ
たか。
・スクールバスの運営ができたか。
・昨年第1回の開催となった「ホームカミングデー」の継続的開催ができた
か。

④

学校と家庭、地
域との連携及
び協力のもと
に教育活動を
進めるととも
に、情報発信の
充実を図る。

①

互いの存在を
認め合う人間
関係を構築す
るため、様々な
場を通じて人
権意識の啓発
と尊重に取り
組む。

②

学校全体で「探
究的な学び」に
取り組むととも
に、将来展望を
ふまえた多様
な学びや学校
のあり方を検
討する。

③

「主体的・対話
的で深い学び」
の推進と進路
実現に向け、授
業改善と生徒
自らが考える
力の育成を図
る。


